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研究シーズの概要 

本テーマでは、MEMS センサを呼吸計測へ応用展開し、(1)気道内肺機能測定を可能にする気管支カテーテルセンサシス

テム、(2)リアルタイムでの呼気吸気計測が可能な気管内挿管チューブ、(3)呼吸および心拍の同時計測が可能なマルチセ

ンサデバイス、などの新たな医用機器デバイスの実現を目指しています。 

研究シーズの詳細 

◆研究例◆  

①局所的肺機能計測用センサシステム 

 

MEMS技術を用いて、末梢気道内にて呼気吸気計測が

可能な超小型カテーテルセンサシステムを開発していま

す。これにより、病変部位におけるその場呼吸機能計測を

低侵襲で計測評価できるシステムの実現を目指します。

本デバイスの実現により、医学的に未知なる領域とされて

いる末梢気道での呼気吸気特性の解明に挑戦します。 

◆研究例◆  

②口元気流による呼吸・心拍同時計測システム 

 

人体構造的に、呼吸器は骨で仕切られた胸郭内に心臓や大

血管などとともに収められ、その結果、呼気の流れには、呼吸

器機能を反映する換気量以外に、心臓や大動脈における拍

動運動の頻度及びその容量変化を示す情報も含まれます。

そこで、本テーマでは、口元の呼吸流れにより、呼吸および循

環（心拍）に伴う様々な物理情報を読取る計測技術の実

現を目指しています。 

想定される用途・応用例 

◆経気管支的に肺内部でのその場呼吸計測を可能とするカテーテルセンサシステム 

◆リアルタイムでの呼気吸気計測が可能な気管内挿管チューブシステム 

◆口元気流による呼吸および心拍の同時計測を可能とするバイタルサインシステム 

セールスポイント 

MEMS 技術を医療に展開することで、生体という限られた空間での極限計測が可能となり、その結果、これまで医学的に

未知であった領域での生体情報を計測することができるようになります。また、MEMS センサで得られた生体信号を情報処

理することで、一つのセンサデバイスで複数の生体情報を明らかにすることができます。 
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